
令和 6年度 (2024年度)A級公認審判員の目標 狙
全日本大会の審判員を担当することができるのはA級,B級の審判員である。その中で特にA級審判員

には下記の点において期待 したい。

① 全日本大会のみならず,日 本リーグおよび日本選手権へのノミネートを目標に,さ らには日本協会

指名レフェリーとして諷められ,各種大会での模範レフェリーとして活躍する。

② 「審判員の′せ得 10箇条」を熟矢日し,人間性を発揮し,大会審判長,副審判長を補佐して,審判国の

よきリーダーとして活躍する。

③ 試合において立ち居振る舞いはもちろんのこと,事実を正しく見極め,適切な判断基準を元に,的

確な判定を下し,TOやオフイシヤル,チ ームとの連携をとりながら試合を円滑に進める。

④ ハンドボール競技の特徴を理解した上で,試合の流れやプレーの展開の予期・予測による観察と瞬

時の判出子力を持つ。

以下に (公財)日 本ハンドボール協会審判本部作成の「レフェリー評価票」をもとに,A級審判員とし

て追求したいレフェリーの姿とそのポイントを明記する。

評 価 項 目 評 価 の 清 眼 点 指 導 の ポ イ ン ト

(1)

ゲーム管理・

運営 (モ ダン

ハ ン ドボー

ルの理解)

レフエ リー としての

要素・全体的印象

試合に関する的確な態度であるか。

タイミングが遅れた介人でゲームを見失ってはいな

七ヽ か 。

○競技開始前の準備

Oリ ーダーシツプ

振る舞い

選手・役員 との コミ

ユニケ~ン ヨン

姿勢は正しいか。

「穏やかに」重大な判定を下し,「明確に」チーム役

員・プレーヤー・オフイシャルに対し,ボデイーラン

ゲージや口頭による説明ができているか(怒 らせる。

失礼である・傲慢である・親切過ぎる)。

Oレ フエリーの人間性

○丁寧な指示 と運営

OTO,オ フインャルとの連携

○チーム役員,理手 との関係作 り

チームとの関係

平等であるか

試合に関する感情。公平な態度であるか。

双方にバランスのとれた判定にだがけているか。

一方のチーム役員やプレーヤーと接触 していないか。

弁解や妥協 しがちではないか。

ヤジとか批判に簡単に影響されていないか。

○コミュニケーションのバランス

○判定のバランス

○放置 しない毅然とした対A

(2)

連携

チームワーク (オ フ

ィシャルを含めて)

誰が見ても分かるように,パートナー・オフイシヤル

との協力ができているか。

O目 に見えるコンタクトの募囲気

○通信機器の活用

ペアで均―な判定
十人のレフェリーが支配したり,さ れたりしていない

か 。

O領域分担 と判定者が一致 している

か

Oゴールエ リアライン間際の責任領

域はゴールレフェリーである領域分担
パー トナーの責任筆B囲 を侵 していないか。

侵 していることに気づいているか。

(3)

ゲームの

観察

レベル・カテゴリー

にAじ た基準

プレーヤーの発違段階を考慮 し,ゲームの流れを理解

しているか。

ゲームの流れに反 した判定をしていないか。

Oレ ベルに庵じて運用するがルール

を変えてはならない

ア ドバンテージ・

不X要な笛

発展性のないプ レー

の見極め

笛のタイ ミング

明 らかな得点チャンスでのア ドバンテージを見てい

るか。

ア ドバンテージ後の罰則を与えているか。

ルール違反のア ドバンテージを与えていないか。

不要な笛でプレーを上めていないか。

発展性のないプレーの見極めと,笛 のタイミングは適

切 か 。

03歩 ,3秒の保障

○不要な笛を減 らす

○発展性のないプレーの見極め

02童のア ドバンテージを与えない

○笛のダイ ミング



評 価 項 目 評 価 の 着 眼 点 指 導 の ポ イ ン ト

(4)

I対 Iの

局面

罰則

8:4に ある風P座に

2分間還場への準備

各種罰則を適用すべき判断基準を理解 しているか。

許容範囲のハー ドプレー とアンフエアなラフプレー

の区別ができているか。

第 8条 に一致 しない罰則を与えていないか。

スポーツマンシツプに反する行為の見極めは妥当か。

ORP座 に 2分間違場とすべきプレー

を適切に見極めている

0試合開始直後からの準備

O競技終了前 30秒間の集中

チームに基準が理解

されてヽ`るか

罰則の有無の判断基準が適切か。

罰則がよいバランスで判定されているか

○判定の後のボデイーランゲージ

Oプ レーヤーヘの基準の伝え方

ハ リウッ ドアクシヨ

ンの見極め

ハリウッドアクシヨンを見抜き,予防的な処置を含め

た,適切な処置ができているか。

O大 きな声,影響と倒れ方の関係

Oミの準備

(5)

攻撃側の

違反

ボールを持った

プレーヤーの違反 攻撃側の違反を判定すべき判断基準を理解 している

か。

連反を見逃していないか,探 していないか。

工しい防御活動を記めているか。

O攻撃有利のフリースロー判定が多

くないか

oゴールレフエリーがボールばかり

追っていないか
ボールを持たない

プレーヤーの違反

○接触・違反のスタートの見極め正しいブロツク/

不正なブロック

(6)

7mス ロー

明 らかな得点チャン

スの見極め 適切に 7mス ローを与えているか。

明らかな得点チヤンスの判断基準を理解 しているか。

明らかな得点チャンスでないものに 7mス ローを与え

ていないか。

GK不在の状況での明 らかな得点チャンスの見極め。

O防御側プレーヤーの位置観察がで

きているか

O押 し込まれてのエ リア侵人を見極

めているか
ゴールエ リア侵人 と

影響の見極め

O違反がなければ明らかな得点チャ

ンスになるプレーヘの越の準備
ボールを所持 してい

ない明 らかなチャンス

(7)

違反

ステップ・ダブル ド

リブル・オーバータ

イム・明らかな着地

シュー ト
正 しく半u定 しているか。

明 らかな得点チャンスを妨害され着地 してシユー ト

した場合は,7mス ローに戻 しているか。

oス テップ 2歩 +2歩 の見極め

oス テップを誘発させる防御行為の

見極め

○足を使った行為について適切に処

置足を使った違反

Oポイントの指示

O正 しいスローをしたか

O防御側プレーヤーの位置

O修正後の再開の笛

各種 スローの判定 と

迫切な実施

(8)

時間の管理

(モ ダ ンハ

ン ドボー ル

の理解)

パッシブプレーの予

告合図のタイミング

適切な判断基準のもとで予告合図のタイ ミングは適

切か。

O選手交代,各種スローの実施の遅

廷に伴 う予告合図

O過場者がいる場合

パッシブプレーの

判定

連反を判定するタイ ミング,お よび判断基準は適切

うヽ。

○ボールを持ったプレーヤーがゴー

ルに向かっている状況で違反の笛を

吹かない

的確なタイムアウト

・不要な中断をしない

ルールに則って両チームに平等に与えているか。

与えすぎていないか。

タイミングが遅すぎていないか。

○タイムアウトを取らなければなら

ない場面で適切に対処できているか

○競技時間の短縮を工夫しているか

(9)

動き

位置取り

ンエスチヤ~

動 きと位置取 り

・笛をどこで吹 くか

2人の死角はないか。

攻撃側と防御側の「間」を観察しようとしているか。

プレーヤー・ボールから目を離してはいないか。

サイ ドチェンジのダイミングは適切か。

O防御形態にAじ た領域分担が臨機

A変

Oレ フエリーの基本定法

07冊 スロ~時の観察位置

明確なジエスチヤー

・笛の音

判断基準 を迪切に説明で きる明確なボデイーランゲ

ージを用いているか。

最初に方向指示をしているか。

笛の音は適切か (強 弱,長短,軟硬の使い分け)。

○罰則,7mス ロー判定の後

○笛の音色で半」定の種類がわかる

体力・走カ
レフエリングをするにあたり,十分な体力を有 してい

るか。

oコ ー ト上でのウオーミングアツプ

O後半でも走力が維持できる



■
工 嘲令和 6年度 (2024年度)B級公認審判員の目標

B級審判員より全日本大会への参カロ資格が与えられる。国内の トツプチームの試合を担当するため

には,競技規則に従って試合を運営すること,お よび試合を運営するための基本となる技術を習得す

ることが雖須である。

以下に B級審判員が習得すべき事項について記載する。コー ト上で 1人のレフェリーが主導権を握

るレフエリーシステムは,ハ ンドボール競技には適さない。パー トナーと常に連携と相互理解を図り,

両レフェリーは様々な状況に関する考え方が一致 していなければならない。レフェリーの任務も正 し

く分担されなければならない。

<試合前 >

I)ト スには指定された時間に両レフェリー,TOが 立ち会う。メンバー表,登録証の確誤を

確実に行う。また,公式記録用紙に工 しく記載されているかどうか確認する。

2)ユ ニホームの確誕は,雖ず TOと 協力 し行う。色やデザインが半」別 し難いものは着用させ

ない。レフェリーウエアも判別 し難い色は着用しない。相手コー トプレーヤーの色とチー

ム役員の色とが重複 しないように呼びかける。また,プ レーヤーの装具についても規定に

あっているかどうか,TOと 協力し,観察しておく。

3)ゴ ールやゴールネット,ボールなどの点検は前もって (選手紹介や選手の確認の前)行い

競技開始直前に行わない。

4)オ フイシヤル席の仕事を理解 し,シ ンプルかつ分かりやすく各種の合図をする。試合開始

前に蜂ずオフイシャル席と業務の確繋,お よび機器の操作の確調 を行 うこと。

<試合開始時>

5)競 技の開始時刻を守る。(早 く始めない) 早めに選手紹介等が終 了した としても, 開始時刻

が定刻 となるように TO, 両チーム役員に開始 までの時間を明確に伝える。

<試合中>

O得点の管理,時 間の管理

6)得 点の管理 は掲示板わヾ正 しく表記されているかどうか得点のたびに厳密に行う。着地シュ

― 卜等紛 らわ しい場合,得点が誤 って追カロされていないか確認する。

また,時間の管理 (タ イムアウ ト)は I試合を通 して同一の基準で,公平かつ平等に競技規

則に則って処理する。どちらか一方のレフエリーが公示時計を姓ず目視 し動作確認をする。



O走 法 と位 置取 り

7)コ ー ト内のプレーヤーとボールから決 して目を離さない。

8)得 点合図の後,ゴールの後ろを通って,決 して 2人の位置を交代 しない。ただし,ノ ー

ゴールキーパーの状況を除く。

7)バ ックステツプ定法は動きが遅 く,非常に危予父を伴うため用いない。

10)走 りなが ら,あ るいはプレーヤーに背を向けて方向指示やジエスチャーをしない。判定

の後その直後の選手 , ボールの動きを雖ず確認し,次の行動へ移る。

II)ゴ ールレフェリーは,

動する。

12)7mス ローの際,コ ー トレフェリーはスローするプレーヤーの利き腕側に立ち,素早く

移動 し,シ ユー トの軌道とGKの動きが正 しく観察出来る位置をとる。

13)CP 7名 の状況で,GKと CPの交代の妨げにならないような位置取 りを。

O判 定 の手順 ,ジ エスチ ャー

14)判 定の手順を守る。   ′

①笛  ②方向指示 〔再開方法]③ (雖要にAじ )ジ エスチヤ~ ④ボデイーランゲージ

15)正 しいジエスチャーを用い,余計なレフェリーのアクシヨンやコミカルな動作はI良むc

O立 ち居 撮 る舞 い

16)2人 の レフェリーは,同 じ種類の笛を使用する。長い時間,笛 を口に入れたままになら

ないよう気を付ける。笛を口に入れたままで プ レーを観察することがないように。

コー ト上で腕組み,両手を腰に当てる,ポケツトに手を入れる,休めの姿勢など論外。

「穏やかに」判定を下し,全力で違反したプレーヤーやポイントヘ駆け寄らない。

コー ト内に立たないことを基本とし,展開にAじ て前後左右に移

17)

18)

O役 割 分 担

19)ピ ボツトプレーヤーの観察は, コー トレフェリー,ゴールレフェリーて
゛
連携する。

20)ゴ ールエ リアライン際の判定は, ゴールレフエリーが判定する。

21)領 域分担を明確にし,ペ アのレフエリーの近 くで起 こっているプレーに対 して,遠い位

置か ら判定をしない。

O競 技 規 則 の 正 しい運 用

22)警 告,還場を判定する際は,そ の理由をボデイーランゲージで大きく示す (何度もやら

ない)。

23)競 技規則に則った「判断基準」のもとに判定を下す。「判断基準」をもとに説明ができる。

24)指 し違えたときは,Xずタイムアウ トを取 り2人で協議する。

<試合終 了後 >

25)公 式記録用紙に正しく記入されているかどうか確認する。



終了後

できた

項目辺

試合前

確認チ

エツク

図

特に課

題とす

る項目

にO■44 <B級 公認審判員チエツクリスト>

◆拭合前

1)両 レフェリー、TDが立ち合いのもとトスを実施

1)メ ンバー表、登録証の確認

たデザ ンが りユ ニ ホ
ムとチム 士 レフ ) ウ ア )は し のも チ 同ム の イ 去

確 訳 濃淡(2 )

て ヽ 七な かム の コ ト レーフ
°

ヤ 重複と し )手 チ2 チ の ウ の確認ア (本目ム役 員)

2)プレーヤーの装具は、規定に沿ったものかどうかを観 な

3)ゴールやゴールネット、ボールの点検 (事前に)

4)オフイシヤルとの連携 (業務の確認、機器操作 動作の確認 )

◆拭合開始前

5)定亥じでのスローオフか

◆試合中

6)得点の管理は出来ているか (得点のたびに確記しているか)

6)時間の管理 (タ イムアウト)は競技規則に則って興理て
゛
きているか)

6)時間の管理はできているか (目 況による公示時計の動作確詔 )

7)コ ート上の選手とボールから目を離していないか

8)得点合図の後に、位置の交代をしていないか

(7) ゴールレフェリーヘの移動時 :バ ッヽクステップで移動していないか

0) は選 手 に 向指 tゼ ス を てし 七 な か不 や チ ヤ
~

t 背 向を 方けてるあI り走 がな ち

) 時 じ場所 に應 )じ にに て 左 右 移 動ヽ tなヽ か 展( 開立 続ち けてゴ リ フレレ 同II )

2) を観察で に不」 七 るかキ GK るイ立キ 置ロス の 腕側アロ の コ ト フレ )
I m7 際 のス

) 不在 撃 ( ) 代の妨 t カずI なっと な七てフレ 〕 の位 ど 1置 は) 交人6 人or7 で3| G K 時の攻

) ①笛 ② ③ ( X 要 ) 守判じこメこ しの を て る`カゼ ス の 定 手押贋I チャ4I 方 指向 不

15)正 しいゼスチャーを用いているか

立

16)ペアで同じ種類の笛を使用しているか

16)笛 を口にくわえたまま観察していないか

)
こ手 ヽ 七 カての t ななっ )ツケ Iト を れ入 る め 姿勢休コ 立の ち と

｀
は かつ ボ(7| ト で上 姿

8) ( 言J 出 :こイ子く カ 寄っ )
:こ半」

カて ヽ な七全 けで駆ポ ンイ ト イ子 際 、くしを貝」t るカて定 しI や穏 カ

9) 防御 攻防 察でペ キ t るかての を ア し観で連携と プ ヤ ーレー
I

ヽ
ッピボ プト ヤレ

20)ゴールエリアライン際の判定は、ゴールレフェリーが判定しているか

)
の領域分担 明確 ( の近くで起 プ レ 遠 位 定 ヒし ヒて な )カ七 お置 半」らペ

去 をたは か オロ方
I2 ア て

｀

17)、 20)、 21)について、通信機器を有効に活用できているか

館捜規則の工じと

ンンゲ てし るヽt か用を てヽ七 去大 不くボを ア イフ22 や を 」半 る その理際 由警告 退 場 定す
)

23)競技規則に則った「判定基準」のもと、判定をしているか

23)判定をする際、「判定基準」を用いて説明することができるか

24)差し違えた場合、妊ず①タイムアウト②ペアで協議 をしているか

◆試合終了後

25)公式記録用紙に正しく記入されているかどうか司鏡忍したか



況状時  爾

コメント:反省点・次回への課題 など

所 属 氏 名


